


平成22年度 名古屋支部の“総会と見学会”
平成22年度名古屋支部の総会と見学会を次の通り開催致します。

会員の皆様（家族同伴可）はふるってご参加下さい。

記

１．日　時：平成22年9月18日（土）　8:15栄テレビ塔北　観光バス駐車場に集合
２．行　程：栄（8:30）→春日ホテル＊（総会・昼食）（11:30 ～ 13:30）→
　　　　　　興福寺国宝館＊＊（13:35～14:20）→平安遷都1300年祭＊＊＊（14:30 ～ 15:45）→
　　　　　　栄テレビ塔（18:45頃）

＊　　　奈良公園の玄関口に位置し観光には最適。奈良の郷土食をとり入れた季節の会席料理、四季の風情が
楽しめます。

＊＊　　千手観音菩薩立像や阿修羅像をはじめとした国宝・重要文化財が多数展示されています。
＊＊＊　我が国を代表する文化遺産「平城宮跡」を舞台に、古代からの友好的な国際交流にも焦点を当てながら、
平城京の歴史・文化や国づくりに関する様々な展示・催事が展開されています。

３．会　費：１名　6,000円（同伴家族も同じ。小学生は半額）
４．申込先：次の単科会連絡幹事へ。締切は8月10日（水）、先着160名まで。

ＣＥ会　河合　秀樹（Ｃ59）TEL 052-796-0130
光鯱会　宇佐美智伯（Ａ⑥）TEL 052-704-6137
巴　会　杉山　耕一（Ｍ⑥）TEL 0562-55-7772
電影会　三宅　正人（Ｅ60）TEL 090-3581-4472
双友会　泉地　正章（Ｗ44）TEL 052-837-7271
緑　会　緑　　静男（Ｄ42）TEL 059-232-1829
名窯会　道家　清正（Ｙ30）TEL 052-912-3492

名晶会　小山　敏幸（Ｋ61）TEL 052-735-5124
計測会　大鑄　史男（Ｆ49）TEL 052-735-5393
経友会　仁科　　健（Ｂ50）TEL 052-735-5396
情友会　石橋　　豊（Ｊ56）TEL 052-735-5440
翼　会　小鹿　良雄（Ⓚ23）TEL 0561-72-4071
ＤＦ会　渡辺　秋義（Ⓢ17）TEL 052-701-5825

支部連絡先：
　　緑　静男
　　TEL 059-232-1829　／　Ｅmail　mgsar10@jupiter.ocn.ne.jp
　　北川慎也（名古屋工業大学大学院しくみ領域）
　　TEL 052-735-5368　／　FAX052-735-5368　／　Ｅmail　midori_jimu@ach.nitech.ac.jp

《  総 会 と 見 学 会 の 注 意 事 項  》
１．当日および前日のキャンセルは，参加費の払い戻しができません。
２．ご担当者は、参加者名簿を事前に支部連絡先まで必ず提出してください。
３．開催に関するお問い合わせ、緊急の場合など開催直前のご連絡は、以下の旅行会社までお
願いします。
旅行社：名鉄観光バス㈱名古屋支店
担　当：東山　美雪 
住　所：名古屋市中川区中京南通り２－７
電　話：０５２－３５４－６９０９
ＦＡＸ：０５２－３６３－０２１０

　　表紙写真説明
「イラスト風」

撮影者　黒柳　奨（EJ③）
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　社団法人名古屋工業会第44回通常総会が、平成22年5月29日（土）午後2時から高橋実学長のご臨席を賜り、
会員174名が出席し中日パレスにおいて開催された。
　総会に先立ち、21年度にご逝去された111名の会員物故者のご冥福を祈り、出席者全員で１分間の黙祷を
捧げた。
　総会は二杁常務理事の司会で篠田理事長の開会挨拶に始まり、高橋学長の会長挨拶の後、篠田理事長の
議長で議事を行い、提案された議案を異議なく承認された。
　今年度は役員改選の年に当たり、選出された新理事により理事会が開催され、定款第14条により理事長・
副理事長並びに常務理事を互選により選出し、その結果を総会で報告された。新役員を代表して、篠田陽史
理事長から挨拶があった。
　次に総会行事として、理事長から叙勲・褒章受賞者に記念品、母校退職職員に感謝状と記念品、会員で
卒業満70・60・50周年の出席者に記念品の贈呈があった。なお、卒満対象者のうち欠席者で総会委任状の
提出者には、後日記念品を送付することとした。
　その後開催された特別講演会は、仁科健参事の司会により、東京新聞・中日新聞論説委員の日比野守男氏
から「メディアから見た日本の社会保障」という演題で講演をいただき、参加者に大変好評であった。
　会場を移して17時から懇親会が開催され、張田新副理事長の司会で市橋前副理事長の挨拶の後北村副学
長から挨拶を頂き、小田前副理事長の乾杯により開会された。
　杯を交わしながら、名工大ギターアンサンブル部による演奏の中で名刺交換等旧交を温めるうちに時間も過
ぎ、木越新副理事長の中締めの後恒例となった学歌「東海の邦のほまれに」を声高らかに歌い河辺前副理事
長の締めにより閉会とした。

第44回通常総会報告

総 会 風 景

平成22年５月29日

会員各位
社団法人 名古屋工業会
理 事 長 篠田　陽史　

第44回通常総会報告及び決議ご通知

平成22年５月29日（土）開催の社団法人名古屋工業会総会において、議案全てが議決されましたのでご通知申し上げます。

感謝状と記念品贈呈
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　まず最初に会員の皆様に高橋新学長を紹介さ
せていただくとともに、本会の会長として就任頂く
事大変光栄に感じております。
　また、御来賓として多数の先生方にも御出席い
ただき、これまた光栄に感ずるところであります。
　さて本日会員の皆様には、全国から第44回総
会に参加いただき、現執行部による最後の議案を
審議いただくことになっております。
　本日の議案は、社団法人名古屋工業会の方向
を決める重要変曲点の一つと考えており、沢山の
ご意見をお聞かせいただきたいと存じます。
　ここで本日審議される議案について少し述べさ
せていただきます。
　平成21年度の事業報告並びに収支決算書及び
平成22年度の事業計画並びに収支予算書を審議
決議頂くとともに、本年は特に重要議題として、
役員の任期満了に伴う新役員の選出、そして社団
法人名古屋工業会の将来を決める公益法人制度
改革対応の具体的な作業に入ることを承認いただ
くことであります。
　皆様にはすでに御承知のように、現執行部の
任期である平成20、21年度と２年間取り組んでま
いりました最大のテーマが、新法人法に対応して
我々名古屋工業会をどの様にするかであり、その
中身の最重要部分が事業目的の再確認と組織改
革であります。
　機関紙“ごきそ”の年頭あいさつで考え方を述
べましたが、今年度はそれを具体的に進める、す
なわち新定款案の作成作業に入ることでありま
す。
　この議案の審議のため、ロードマップを記載し
た２頁の参考資料をお付けいたしました。
　この中では当然長年討議してきました名古屋工
業会の名称も決定する必要があります。
　重要問題の一つ、組織問題を取り上げますと、
単科会との連携のありかたがあります。この件で
は、名古屋工業会の全国地方支部は各支部の単
科会が集まって運営されている現状の中で、本部
はもっと連携を深くしなければならないとの認識
のもと、本日の資料19頁及び30頁第７条にある様

に参事会の組織を変えました。しかしもっと考え
る必要があります。
　さらには“ごきそ”５，６月号の見開きに掲載致
しましたが、ごきそ技術士会が設立されます。運
動部ＯＢ会、ＯＢ管弦楽団からも連携の話が出て
おります。海外同窓会の問題もあります。
　このように新定款を作るに当たっての新たな問
題が沢山出てきていることを申し上げました。
　任期満了に伴う役員の選出でありますが、御承
知のように母校も学長の任期満了に伴う選挙によ
り高橋学長が選ばれ、新執行部で運営されます。
　今まで大学と理解しあった多くの案件を継続し
て進めて行ける様、また次の改選期と新法人への
移行期が重なることも考えた上で、役員候補者を
提案しております。
　２つの重要議案宜しく審議くださいますようお願
いします。
　最後になりましたが、社会情勢が極めて不安定
なだけでなく、経済面でもギリシャに端を発した
ヨーロッパの経済不安、やっと少し良くなってきた
日本の景気もユーロ、ＵＳドルに対する大きな円
高、そして日本株の今年最低水準の一万円割れな
ど問題山積でありまだまだ続くと考えられます。
　その中で大学運営の外部資金の導入は大変な
努力が必要です。
 政治面でも新しい民主党の政策等不明なところが
多いですが、財政難の中運営費交付金は益々少な
くなってゆくと思います。
　大学は高橋学長以下全学が一丸となって六カ年
間の中期計画を遂行されます。この結果は母校の
存亡を左右します。
　この努力に対し五万五千人にならんとする卒業
生がどのように支援するか、これが定款を定める
に当たっての最も重要なポイントとなります。
　会員の皆様の絶大なご支援をお願いし挨拶とい
たします。

社団法人名古屋工業会
理事長　篠田　陽史（Ｍ33）

理 事 長 挨 拶
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　本年４月より４年間、名古屋工業大学の学長を務めま
す高橋でございます。
　本日は総会の場をお借りして、本学の第２期中期目標・
計画のポイントと工業会への要望をいくつか述べさせて
頂きます。
　ご承知のように、国立大学は本年４月より第２期６年
間の中期・目標計画の遂行に取り組むことになっていま
す。本学は７つの重点目標を掲げ、合計81項目の教育、
研究、業務・運営等の改革や改善の目標・計画を立て
ています。全容は本学のホーム・ページに公開されてい
ますので、時間がございましたらご覧頂ければと存じま
す。この中で、皆様方も特にご関心が高いかと思う目標
は「高度専門職業人」の育成を明確に掲げていることで
す。人類社会の発展に貢献する工学を目指し、実践力
を有する技術者を育成することは、官立高専として設立
されて以来の本学のＤＮＡであり、根幹に据えています。
しかし、法人化は無論、大学を取り巻く現在の状況は、
本学設立時は言うに及ばず数十年前と比べても大きく変
わってきております。例えば、対象年齢人口の大学進学
率は50％を越えています。「大学のユニバーサル化」と
いうのはこの50％を越えてくると、教育内容・組織等も
変わらざるを得ないという意味です。昨今叫ばれている
学士力の保証はこのフレームの中で出されているもので
す。これとは別に、輸送・情報システムなどの革新的飛
躍により、経済等の広域化と国際的な流動性・同時性
が高まっています。大学においても研究だけでなく教育、
換言すれば学生の流動化も起きています。端的に申せ
ば、優秀な学生・研究者の国際的獲得競争と教育の国
際通用性が問われており、「大学のグローバル化」と言
われます。本学はこのような状況変化を睨みつつ、７
つの主な目標の中で、「基盤産業の革新に貢献するリー
ダーと、新産業の創成に貢献するリーダーの育成を目指
し、複線的な教育体系を実現する。」ならびに「教育・
研究・技術協力分野の国際交流を活性化し、国際的視
野を持った学生・教職員を育成する。」ことを謳っていま
す。皆様方には、本学が今後進める諸改革を温かく見
守って頂くことをお願いするとともに忌憚の無いご意見を
賜ることが頂ければ幸いです。
　さて、工業会には100周年募金活動を機に、大学支
援を前面に押し出されご支援頂いていることには大変感

会 長 挨 拶
名古屋工業大学　学長
名古屋工業会　会長

高橋　　実

謝致しております。お陰さまで、昨年度より学業に優れ
た成果を示した学生への奨励金、今年度には入試成績
が抜群の新入生への奨励金など基金の運用を始めるこ
とができました。しかし、現基金の利子だけでは十分
な学生支援は困難であります。現役学生への様 な々支援
を強調しつつ、大学と工業会が連携し現役学生や未加
入ＯＢの会員化と会費増を進めたいと考えています。ま
た、工業会を軸とした卒業生には資金的援助だけでなく、
キャリア教育などでもご協力頂き、今年度の入学式の際
にはＮＴＮ会長である鈴木泰信氏からのご講演を頂いて
おり、厚く御礼申し上げます。なお、皆様が関わってい
る財団等の各種助成についても名工大学生・職員に対
する配分枠の拡大を検討して頂ければ大変ありがたく存
じます。
　昨年、今年と全国の大学の就職戦線は苦戦を強いら
れる中、幸いにも本学は実質100％の就職率を維持し
ています。これも、本学ＯＢの活躍に支えられた社会に
おける本学の高いプレゼンスの賜物と実感しております。
工業会には名工大の国内外におけるプレゼンス向上に向
けた広報、具体的には入試と就職の広報に一層の助力
をお願いしたいと存じます。
　以上述べたことは第２期中期目標・計画でも「大学基
金等を基に、優秀な学生を経済的に支援する制度を拡
充する。」「海外拠点の構築と、本学が輩出した人材を
軸に国内外ネットワークを拡充し、本学の特色ある優れ
た教育研究活動を世界に発信する。」「在学生・卒業生
との連携を一層強化し、本学の教育研究への支援のた
めの経費を拡充する。」などと記載しています。
　最後になりますが、現在の心境を申せば、朝日のコラ
ムで紹介されていた川柳の「母さんと呼ばれ続けて母に
なる」の母を「学長」と置き換えたような感じです。今後、
大学の個性化と自立化の流れは更に加速します。将来
的には、再編・統合など本学の枠を越えた厳しい局面
に晒されることもあるかも知れませんが、最も重要な支
援組織である名古屋工業会が名古屋工業大学とともに
発展することを願い、私の挨拶とさせて頂きます。
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⚳りળຬ� ���ฬޔ� ቇ↢ળຬ� �ฬޔ� ว⸘� ���ฬ�
�ࡂ ᩞ↢ߩ൘⺃�
㧝㧕ቇ↢ߩ⼔⠪ߦኻޔߡߒᄢቇߩࠄ߆ᖱႎߩㅍઃߦห⺞ߡߒળޠߘ߈ߏޟ߮�

ળ൘⺃ᢥᦠࠍหኽߒળ൘⺃ࠍⴕޕߚߞ�
㧞㧕ฦන⑼ળ߇ታᣉࠆߔතᬺ↢ߣቇ↢ߩߣᙣ⺣ળޔߡߟߦળ൘⺃ࠍⴕޕߚߞ�
㧟㧕ᧄᐕᐲᣂⷙળ⠪�

⚳りળຬ� �ฬޔ� ቇ↢ળຬ� ��ฬޔ� ว⸘� ��ฬ�
� � �࠾ ฬฎደᎿᬺળߩ㝯ജะߣળຬࠍ࠻࠶ࡔߩઃടޟޔߢ⊛⋠ࠆߔฬฎደᎿᬺળࠞߩޠ࠼�

ഃ⸳ߩᬌ⸛ਛޕ�



－ 8－

㪈㪅䈱ㇱ䋨৻⥸ળ⸘䋩䇭 㩿න䋺䋩

▚㗵 ੍▚㗵 Ⴧ䇭ᷫ

ᄢ䇭⑼䇭⋡ ዊ䇭⑼䇭⋡ 䋨䌁䋩 䋨䌂䋩 䋨䌁㪀䋭㩿䌂䋩

⽷↥ㆇ↪ 㪉㪃㪏㪏㪐㪃㪏㪋㪋 㪊㪃㪇㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪈㪇㪃㪈㪌㪍

⽷↥ሶ 㪉㪃㪏㪏㪐㪃㪏㪋㪋 㪊㪃㪇㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪈㪇㪃㪈㪌㪍

ᬺ 㪌㪃㪌㪏㪊㪃㪊㪇㪊 㪋㪃㪎㪉㪋㪃㪇㪇㪇 㪏㪌㪐㪃㪊㪇㪊

ળᐢ๔ᢱ 㪋㪍㪇㪃㪇㪇㪇 㪎㪌㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪉㪐㪇㪃㪇㪇㪇

䉥䊐䉞䉴⾓⾉․ળ⸘䉋䉍➅ 㪊㪃㪈㪇㪍㪃㪇㪊㪌 㪉㪃㪐㪋㪇㪃㪇㪇㪇 㪈㪍㪍㪃㪇㪊㪌

㚢ゞ႐⾓⾉․ળ⸘䉋䉍➅ 㪈㪃㪇㪈㪍㪃㪐㪈㪇 㪈㪃㪇㪊㪋㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪎㪃㪇㪐㪇

ነઃ㊄ 㪈㪃㪇㪇㪇㪃㪊㪌㪏 㪇 㪈㪃㪇㪇㪇㪃㪊㪌㪏 ᵈ䋱

ળ㊄ 㪉㪍㪊㪃㪇㪇㪇 㪊㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪊㪎㪃㪇㪇㪇

ቇ↢ળຬ 㪈㪇㪏㪃㪇㪇㪇 㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪏㪃㪇㪇㪇

ᱜળຬ 㪈㪌㪌㪃㪇㪇㪇 㪉㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪋㪌㪃㪇㪇㪇

ળ⾌ 㪋㪉㪃㪎㪏㪈㪃㪇㪇㪇 㪋㪊㪃㪊㪏㪍㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪍㪇㪌㪃㪇㪇㪇

ᐕᐲળ⾌䋨ቇ䋩 㪈㪌㪐㪃㪇㪇㪇 㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪌㪐㪃㪇㪇㪇

ᐕᐲળ⾌䋨ᱜ䋩 㪎㪃㪉㪉㪇㪃㪇㪇㪇 㪏㪃㪇㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪎㪏㪇㪃㪇㪇㪇 ᵈ䋲

ㆊᐕᐲળ⾌ 㪋㪐㪇㪃㪇㪇㪇 㪌㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪇㪃㪇㪇㪇

೨ฃᐕᐲળ⾌ 㪉㪉㪇㪃㪇㪇㪇 㪉㪌㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪊㪇㪃㪇㪇㪇

⚳りળ⾌ 㪊㪋㪃㪌㪇㪉㪃㪇㪇㪇 㪊㪋㪃㪊㪈㪍㪃㪇㪇㪇 㪈㪏㪍㪃㪇㪇㪇

⾥ഥળ⾌ 㪈㪐㪇㪃㪇㪇㪇 㪉㪉㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪊㪇㪃㪇㪇㪇

㔀 㪌㪌㪃㪌㪇㪇 㪊㪇㪃㪇㪇㪇 㪉㪌㪃㪌㪇㪇

㔀 㪌㪌㪃㪌㪇㪇 㪊㪇㪃㪇㪇㪇 㪉㪌㪃㪌㪇㪇

Ⓧ┙㗍㊄ข፣ 㪐㪃㪈㪐㪇㪃㪋㪎㪐 㪈㪇㪃㪊㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪃㪈㪇㪐㪃㪌㪉㪈

⺞ᩏ⎇ⓥഥᚑⓍ┙㗍㊄ข፣ 㪋㪃㪍㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪌㪃㪍㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪃㪇㪇㪇㪃㪇㪇㪇 ᵈ䋳

᧪⸘↹Ḱ㗍㊄ข፣ 㪉㪃㪉㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪉㪃㪉㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪇

⢒⧷ᅑቇⓍ┙㗍㊄ข፣ 㪈㪃㪌㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪈㪃㪌㪇㪇㪃㪇㪇㪇 㪇

ᷫଔఘළⓍ┙㗍㊄ข፣ 㪏㪐㪇㪃㪋㪎㪐 㪈㪃㪇㪇㪇㪃㪇㪇㪇 䂦㩷㪈㪇㪐㪃㪌㪉㪈

೨ᦼ➅ᡰᏅ㗵 㪈㪃㪋㪈㪈㪃㪈㪇㪉 㪈㪃㪋㪈㪈㪃㪈㪇㪉 㪇

೨ᦼ➅ᡰᏅ㗵 㪈㪃㪋㪈㪈㪃㪈㪇㪉 㪈㪃㪋㪈㪈㪃㪈㪇㪉 㪇

㪍㪉㪃㪈㪎㪋㪃㪉㪉㪏 㪍㪊㪃㪈㪌㪈㪃㪈㪇㪉 䂦㩷㪐㪎㪍㪃㪏㪎㪋

㗄䇭䇭⋡ ㊄䇭㗵

ᐔᚑ㪉㪈ᐕᐲ⚳りળ⾌ᒁᒰ㗍㊄ 㪈㪎㪉㪃㪉㪏㪏㪃㪍㪇㪋 䇭ᐔᚑ㪍ᐕᐲ䌾ᐔᚑ㪉㪇ᐕᐲ䇭⚳りળ⾌೨ฃ㊄

ᐔᚑ㪉㪈ᐕᐲ⚳りળ⾌㊄㗵䇭 㪈㪏㪃㪉㪊㪇㪃㪇㪇㪇

ᐔᚑ㪉㪈ᐕᐲ↪น⢻⚳りળ⾌ 㪊㪋㪃㪌㪇㪉㪃㪇㪇㪇 䇭⚳りળ⾌↪䊦䋭䊦䈮䉋䉎

ᐔᚑ㪉㪉ᐕᐲ⚳りળ⾌ᒁᒰ㗍㊄ 㪈㪌㪍㪃㪇㪈㪍㪃㪍㪇㪋

⚳りળ⾌ᒁᒰ㗍㊄

䇭䇭⠨

ᐔᚑ䋲䋱ᐕᐲᡰ▚ᦠ
㩿ᐔᚑ䋲䋱ᐕ㪋㪈ᣣ䈎䉌ᐔᚑ䋲䋲ᐕ㪊㪊㪈ᣣ䋩

ൊ㩷㩷ቯ㩷㩷⑼㩷㩷⋡

䇭䇭ว䇭⸘

䇭⚳りળຬળ⠪ᢙ㩷㪉㪐㪎㩷ฬ

ᵈ䋳䇮ነઃ㊄ಽ䉕ข፣㗵䈎䉌ᷫ

ᵈ䋱䇮ᣥ⼾↰Ꮏᯏ䋨䍚䍼䍈䍐䍡䍖䍢䋩ฬᎿᄢ䌏䌂ᔒ৻ห䉋䉍䈱ነઃ㊄䇭䇭䇭䇭䇭䇭

ᵈ䋲䇮ᐕળ⾌䈱⚊ઃᷫ䇭䇭䇭䇭䇭䇭

䇭ᐔᚑ㪎ᐕᐲ䌾ᐔᚑ㪉㪈ᐕᐲ䇭⚳りળ⾌೨ฃ㊄
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2.ᡰ䈱ㇱ 
䋨න䋺䋩

▚㗵 ੍▚㗵 Ⴧ䇭ᷫ

䋩䌂䋨䋭䋩䌁䋨䋩䌂䋨䋩䌁䋨⋡⑼ᄢ

387,489 䂦000,249,93712,759,83⾌䇭ᬺ䇭

(1) ㅪ៤ᒝൻᬺ

╙ੑㇱᢎ⢒ᡰេ╬⚻⾌ 1,391,876 1,200,000 191,876

(2) ⾗㊄េഥ⚻⾌

ᢎ⢒⎇ⓥഥᚑ⚻⾌ 2,370,000 2,400,000 䂦㩷㪊㪇㪃㪇㪇㪇

ቇ↢ᡰេ⚻⾌ 3,299,258 3,350,000 䂦㩷㪌㪇㪃㪎㪋㪉

ᢎ⡯ຬᡰេ⚻⾌ 131,586 150,000 䂦㩷㪈㪏㪃㪋㪈㪋

(3) ળຬჇᒝᵴേ⚻⾌ 1,801,300 2,000,000 䂦㩷㪈㪐㪏㪃㪎㪇㪇

(4) ᐢႎᵴേ⚻⾌ 10,011,104 10,040,000 䂦㩷㪉㪏㪃㪏㪐㪍

(5) ᡰㇱᵴേ⚻⾌ 10,553,047 10,150,000 403,047 ᵈ䋱

(6) ⻠Ṷળ⚻⾌ 57,782 80,000 䂦㩷㪉㪉㪃㪉㪈㪏

(7) ળຬᘮᒀ⚻⾌ 89,615 800,000 䂦㩷㪎㪈㪇㪃㪊㪏㪌 ᵈ䋲

(8) ੱઙ⾌ 6,869,244 7,100,000 䂦㩷㪉㪊㪇㪃㪎㪌㪍

(9) శᾲ᳓ᢱ⾌ 595,898 640,000 䂦㩷㪋㪋㪃㪈㪇㪉

(10) ᬺ⻉⚻⾌ 1,786,507 2,032,000 䂦㩷㪉㪋㪌㪃㪋㪐㪊

273,571,1 䂦000,207,71826,625,61⾌䇭ℂ䇭▤

(1) ᐲᡷ㕟╬⺞ᩏ⾌⚻⾌ 118,645 200,000 䂦㩷㪏㪈㪃㪊㪌㪌

(2) ✚ળ⚻⾌ 1,973,388 2,650,000 䂦㩷㪍㪎㪍㪃㪍㪈㪉 ᵈ䋳

(3) ੱઙ⾌ 6,869,245 7,100,000 䂦㩷㪉㪊㪇㪃㪎㪌㪌

(4) శᾲ᳓ᢱ⾌ 595,899 640,000 䂦㩷㪋㪋㪃㪈㪇㪈

(5) ▤ℂ⻉⚻⾌ 1,786,508 2,032,000 䂦㩷㪉㪋㪌㪃㪋㪐㪉

(6) ⒅⒢⺖ 1,982,200 2,000,000 䂦㩷㪈㪎㪃㪏㪇㪇

(7) ᑪ‛╬⛽ᜬ▤ℂ⾌ 3,200,743 3,080,000 120,743

࿕ቯ⾗↥ขᓧᡰ 890,479 1,000,000 䂦㩷㪈㪇㪐㪃㪌㪉㪈

(1) ᑪ‛ᡷⵝ 819,000 800,000 19,000

(2) ຠ⾼⾌ 71,479 200,000 䂦㩷㪈㪉㪏㪃㪌㪉㪈

Ⓧ┙㗍㊄➅ᡰ 5,096,585 4,450,000 646,585

(1) ㅌ⡯⛎ਈⓍ┙㗍㊄➅ᡰ 2,000,000 1,500,000 500,000

(2) ᷫଔఘළⓍ┙㗍㊄➅ᡰ 2,965,085 2,800,000 165,085

(3) ળ㊄Ⓧ┙㗍㊄➅ᡰ 131,500 150,000 䂦㩷㪈㪏㪃㪌㪇㪇

ᰴᦼ➅ᡰᏅ㗵 703,319 57,102 646,217

(1) ᰴᦼ➅ᡰᏅ㗵 703,319 57,102 646,217

62,174,228 63,151,102 䂦㩷㪐㪎㪍㪃㪏㪎㪋

ᵈ䋳䇮Ꮸ⠪ᷫ╬

ൊ䇭ቯ䇭⑼䇭⋡

ዊ⑼⋡

ᡰ䇭䇭䇭䇭ว䇭䇭⸘

ᵈ䋲䇮ળຬᘮᒀ⸥ᔨຠ䈱⾼ᷫ䇭

ᵈ䋱䇮ᡰㇱ✚ળᏨ⠪Ⴧ╬䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭

䋨䋱䋩Ⴧട䈱ㇱ

ൊ䇭䇭ቯ䇭䇭⑼䇭䇭⋡ 䇭䇭▚䇭䇭㗵 䇭䇭⠨

⾗䇭↥䇭䈱䇭Ⴧ䇭ട ᒰ ᦼ ➅   ᡰ Ꮕ 㗵 703,319

ᑪ ‛ Ⴧ ട 㗵 189,000

ᑪ ‛ 㒝 ዻ ⸳  Ⴧ ട 㗵 630,000

ੲ ེ  ຠ Ⴧ ട 㗵 71,479

ᷫ ଔ ఘ ළ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ Ⴧ ട 㗵 2,965,085

 ળ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ Ⴧ ട 㗵 131,500

ㅌ ⡯ ⛎ ਈ ᒁ ᒰ 㗍 ㊄ Ⴧ ട 㗵 2,000,000

⽶䇭ௌ䇭䈱䇭ᷫ䇭ዋ ⚳ り ળ ⾌ ᒁ ᒰ ㊄ ᷫ ዋ 㗵 16,272,000

22,962,383

ᱜ��⽷�↥�Ⴧ�ᷫ�⸘�▚ߩ��ㇱ
ᐔᚑ��ᐕ���ᣣ

㩿න䋺䋩

Ⴧ䇭ട䇭㗵䇭ว䇭⸘
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䋱䋮⾗↥䈱ㇱ 㩿න䋻䋩

ൊ䇭䇭ቯ䇭䇭⑼䇭䇭⋡

ᄢ䇭䇭⑼䇭䇭⋡ ዊ䇭䇭⑼䇭䇭⋡

ᵹ䇭േ䇭⾗䇭↥
 ㊄ 㗍 ㊄ 1,019,759

ᵹ㩷േ㩷⾗㩷↥㩷ว㩷⸘䋨䌁䋩 1,019,759

࿕䇭ቯ䇭⾗䇭↥
↥䇭⽷䇭ᧄ䇭ၮ䇭 26,150,730
‛ᑪ 37,625,753

ᑪ ‛ 㒝 ዻ ⸳  1,915,716
ੲ ེ  ຠ 3,089,095
ᷫ ଔ ఘ ළ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ 55,076,789
 ળ ㊄ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ 22,932,500

ၮ㩷ᧄ㩷⽷㩷↥㩷ว㩷⸘䋨䌂㪀 146,790,583

䈠㩷䈱㩷ઁ㩷࿕㩷ቯ㩷⾗㩷↥
⺞ ᩏ ⎇ ⓥ ഥ ᚑ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ 50,076,415
⢒ ⧷ ᅑ ቇ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ 4,500,000
 ᧪ ⸘ ↹ Ḱ  㗍 ㊄ 2,031,027
ㅌ ⡯ ⛎ ਈ ᒁ ᒰ 㗍 ㊄ 3,650,000
⚳ り ળ ⾌ ᒁ ᒰ 㗍 ㊄ 156,016,604
㗍   ⸽ ㊄ 350,000

216,624,046
363,414,629
364,434,388

䋲䋮⽶ௌ䈱ㇱ
ൊ䇭䇭ቯ䇭䇭⑼䇭䇭⋡

ᄢ䇭䇭⑼䇭䇭⋡ ዊ䇭䇭⑼䇭䇭⋡

ᵹ䇭േ䇭⽶䇭ௌ 0 0

࿕䇭ቯ䇭⽶䇭ௌ䇭
⾓ ⾉ ᄾ ⚂  ⸽ ㊄ 316,440
ㅌ ⡯ ⛎ ਈ ᒁ ᒰ ㊄ 3,650,000
⚳ り ળ ⾌ ᒁ ᒰ ㊄ 156,016,604

159,983,044
159,983,044

䋳䋮ᱜ⽷↥䈱ㇱ
146,790,583
8,876,283

204,451,344
364,434,388

䇭䇭࿕䇭ቯ䇭⽶䇭ௌ䇭ว䇭⸘䇭䋨䌇䋩䇭䇭

ᒰ㩷ᦼ㩷ᱜ㩷㩷⽷㩷↥㩷ᷫ㩷ዋ㩷㗵䇭䇭䇭䇭䇭

ᱜ䇭䇭⽷䇭↥䇭䇭䋨䌉䋩㩷㩷㩷㩷㩷

䇭⽶ௌ䈶ᱜ⽷↥ว⸘䋨䌊䋩䋽䋨䌈䋩䋫䋨䌉䋩䇭

䇭䇭⽶䇭ௌ䇭ว䇭⸘䇭䇭䇭䇭䇭䋨䌈䋩䇭䇭

ၮ䇭䇭䇭䇭ᧄ䇭䇭䇭䇭㊄㩷

ޓᾖޓኻޓ୫ޓ⾉

㊄䇭䇭䇭䇭䇭䇭㗵

㊄䇭䇭䇭䇭䇭䇭㗵

㩷㩷䇭䈠㩷䈱㩷ઁ㩷䈱㩷࿕㩷ቯ㩷⾗㩷↥㩷ว㩷⸘䋨䌃䋩䇭䇭

㩷࿕ቯ⾗↥ว⸘䋨䌄䋩䋽䋨䌂䋩䋫䋨䌃䋩

㩷⾗㩷↥㩷ว㩷⸘㩷䋨䌅䋩䋽䋨䌁䋩䋫䋨䌄䋩

ᐔᚑ㪉㪉ᐕ㪊㪊1ᣣ

䋨䋲䋩ᷫዋ䈱ㇱ
ൊ䇭䇭ቯ䇭䇭⑼䇭䇭⋡ 䇭䇭▚䇭䇭㗵 䇭䇭⠨

⾗䇭↥䇭䈱䇭ᷫ䇭ዋ ೨ ᦼ ➅   ᡰ Ꮕ 㗵 1,411,102

ᑪ ‛ ఘ ළ ⾌ 1,768,157

ᑪ ‛ 㒝 ዻ ⸳  ఘ ළ ⾌ 341,742

ੲ ེ  ຠ ఘ ළ ⾌ 855,186

⺞ᩏ⎇ⓥഥᚑⓍ┙㗍㊄ᷫዋ㗵 4,600,000

 ᧪ ⸘ ↹ Ḱ  㗍 ㊄ ᷫ ዋ 㗵 2,200,000

⢒ ⧷ ᅑ ቇ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ ᷫ ዋ 㗵 1,500,000

ᷫ ଔ ఘ ළ Ⓧ ┙ 㗍 ㊄ ᷫ ዋ 㗵 890,479

⚳ り ળ ⾌ ᒁ ᒰ 㗍 ㊄ ᷫ ዋ 㗵 16,272,000

⽶䇭ௌ䇭䈱䇭Ⴧ䇭ട ㅌ ⡯ ⛎ ਈ ᒁ ᒰ ㊄ Ⴧ ട 㗵 2,000,000

31,838,666

䂦㩷㪏㪃㪏㪎㪍㪃㪉㪏㪊

213,327,627

204,451,344

೨䇭ᦼ䇭➅䇭䇭ᱜ䇭䇭⽷䇭↥䇭㗵

ᦼ䇭ᧃ䇭ᱜ䇭䇭⽷䇭↥䇭ว䇭⸘䇭㗵

ᷫ䇭ዋ䇭㗵䇭ว䇭⸘

ᒰ䇭ᦼ䇭ᱜ䇭䇭⽷䇭↥䇭Ⴧ䇭ᷫ䇭㗵
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䋨න䋺䋩

㩿⾗↥䈱ㇱ䋩

㸇䋮ᵹ䇭േ䇭⾗䇭↥ 1,019,759                   
䇭䇭䋱䋮㊄㗍㊄ 1,019,759                   

䇭䇭䇭䇭ᵹ㩷േ㩷⾗㩷↥㩷ว㩷⸘ 1,019,759                   

㸈䋮࿕䇭ቯ䇭⾗䇭↥ 68,781,294                 

䇭䇭䋱䋮ᒻ࿕ቯ⾗↥䇭

䇭䇭䇭䋨䋱䋩䇭ળ㙚↪㪊㪐㪊.78㩷䌭2 㪉㪍㪃㪈㪌㪇㪃㪎㪊㪇                  

䇭䇭䇭䋨䋲䋩ᑪ‛䇭ળ㙚㋕╭䋴㓏ᑪᑧ㪍㪍㪌.09㩷䌭2 㪊㪎㪃㪍㪉㪌㪃㪎㪌㪊                  

䇭䇭䇭䋨䋳䋩ᑪ‛㒝ዻ⸳ 1,915,716                   

䇭䇭䇭䋨䋴䋩ੲེຠ 㪊㪃㪇㪏㪐㪃㪇㪐㪌                   

䇭䇭䇭䇭㩷ᒻ㩷࿕㩷ቯ㩷⾗㩷↥㩷ว㩷⸘ 68,781,294                  

䇭䇭䋲䋮䈠䈱ઁ䈱࿕ቯ⾗↥ 㪉㪐㪋㪃㪍㪊㪊㪃㪊㪊㪌                

䇭䇭䇭䋨䋱䋩᥉ㅢ㗍㊄䋨ਃ⪉᧲੩䌕䌆䌊㌁ⴕ䋩 㪋㪃㪉㪌㪊㪃㪏㪇㪋                   

䇭䇭䇭䋨䋲䋩ቯᦼ㗍㊄䋨ਃ⪉᧲੩䌕䌆䌊㌁ⴕ䋩 1,000,000                   

䇭䇭䇭䋨䋳䋩ᒰᐳ㗍㊄䋨䉉䈉䈤䉊㌁ⴕ䋩 9,810,715                   

㩷㩷㩷㩷㩷㩷䋨䋴䋩㊄㌛ା⸤㩷㩿䉂䈝䈾ା⸤㌁ⴕઁ䋩 11,218,816                  

㩷㩷㩷㩷㩷㩷䋨䋵䋩࿖䇭ௌ㩷㩷䋨ᄢ⸽ઁ䋩 54,000,000                  

㩷㩷㩷㩷㩷㩷䋨䋶䋩␠ௌ㩷㩷䋨㊁ઁ䋩 214,000,000                

䇭䇭䇭䋨䋷䋩⸽㊄㩷㩷㩷㩿㊀ᵮᭉㇱ䇮䉶䉮䊛䋩 㪊㪌㪇㪃㪇㪇㪇                      

䇭䇭䇭䇭䈠䈱ઁ䈱࿕ቯ⾗↥ว⸘䇭䇭 㪉㪐㪋㪃㪍㪊㪊㪃㪊㪊㪌                

䇭䇭䇭䇭⾗䇭䇭䇭↥䇭䇭䇭ว䇭䇭䇭⸘䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭 㪊㪍㪋㪃㪋㪊㪋㪃㪊㪏㪏                

ᐔᚑ㪉㪉ᐕ㪋㪏ᣣ

䇭䇭␠࿅ᴺੱ䇭ฬฎደᎿᬺળ

䇭䇭䇭ℂ㐳䇭◉䇭↰䇭㓁䇭ผ䇭Ლ

䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭⋙ 䇭䇭

ޓޓ�⋘ޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓޓ

䇭䇭䇭એ 㩷䉕㩷ႎ ๔ ⥌㩷䈚㩷䉁㩷䈜㩷䇯

␠ ࿅ ᴺ ੱ ฬ ฎ ደ Ꮏ ᬺ ળ ᐔ ᚑ 2㪈 ᐕ ᐲ  ᬺ ႎ ๔ ਗ 䈶 䈮 ળ ⸘  ᡰ  ▚ 䉕  ⚦ 䈮

⋙ ᩏ 䈚 䈢 䈫 䈖 䉐 䇮 ⻉ Ꮽ ★ 䊶 ⻉ ⸽  ᦠ 㘃 䈫 䉅 ᱜ ⏕ 䈮 䈩 ㆡ ᱜ 䈪 䈅 䉎 䈫  䉄 䉁 䈚 䈢 䇯

⽷䇭䇭↥䇭䇭⋡䇭䇭㍳

⋙䇭ᩏ䇭ႎ䇭๔䇭ᦠ

ᐔᚑ㪉㪉ᐕ㪊㪊㪈ᣣ
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ᐔᚑ 22ᐕᐲᬺ⸘↹�
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�ޕࠆ߇ᔅⷐࠆߔᚻ⌕ߦቯ᱅ᚑḰߩᣂᴺੱޔࠄ߇ߥߒ⋤ߦ⊛
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ᤋޕߊߡߒ�

�

�㧚⚵❱ᡷ㕟ߦะߚߌᵴേ�


��⋉ᴺੱᐲᡷ㕟߳ߩኻᔕ�
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ᚑ╬ࠍ✚ว⊛ߦᬌ⸛ޕࠆߔ�

 

��⽷ၮ⋚ߩలታ�

ᣂ⚵❱ਅߥ⊛⛯⛮ߩߢነઃ㊄ฃߩ⋁ߌᢛߦ߮ࠄߥතᬺ↢ߩᐕነઃ㊄

ᐲߣߤߥޔߦᣂቇ↢ోߩຬળࠍ⋡ᜰߚߒᵴേࠍ♖ജ⊛ߦផㅴޔߒ⽷ၮ⋚

�ࠆ࿑ࠍలታߩ

�
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(1) ㅪ៤ᒝൻᬺ 
ࠗ ╙ੑㇱᢎ⡯⑼⋡
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�ࠆ
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�ࠆߔ⸛ᬌߦߣᄢቇߡߟߦ

(2)⾗㊄េഥᬺ�

Ԙᢎ⢒⎇ⓥഥᚑ�

ࠗ�ฬฎደᎿᬺᄢቇᢎቭߦኻࠆߔ⎇ⓥഥᚑ�

�ᡰេࠆߔኻߦᢎ⢒ߩ�ฬฎደᎿᬺᄢቇࡠ

�ᡰេߩฦ⒳ᬺ߳߁ߥⴕ߇�ฬฎደᎿᬺᄢቇࡂ

ԙቇ↢ᡰេ�

ࠗ�ฬฎደᎿᬺᄢቇቇ⸥ਈᑼߦ㓙ޔߒఝ⑲ߥතᬺ↢ޟߦฬฎደᎿᬺળ⾨ࠍޠ�

⿅๒�

�ᅑቇ㊄⛎ઃߩ߳↢�ฬฎደᎿᬺᄢቇቇࡠ

�េഥߩ�ฬฎደᎿᬺᄢቇ⇐ቇ↢ᓟេળࡂ

�ઃ⛎ߩᄖᵴേᅑബ㊄⺖�࠾

�ᡰេߩޠ⑂Ꮏᄢޟࡎ

�ዞ⡯ᡰេߚߓㅢࠍᙣ⺣ળߩߣ↢ቇߣ↢තᬺࠆߔਥ߇�න⑼ળࡋ

(3)ᢎ⡯ຬᡰេᬺ�

ࠗ�ฬฎደᎿᬺᄢቇቯᐕㅌ⡯ᢎ⡯ຬ߳ߩᗵ⻢⁁ߣ⸥ᔨຠ⿅๒�

�
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㧔න㧦ජ㧕ޓޓ

੍▚㗵 ೨ᐕᐲ੍▚㗵 Ⴧᷫޓޓ

ᄢޓ⑼ޓ⋡ ዊޓ⑼ޓ⋡ 
㧭㧕 㧔㧮㧕 㧔㧭㧙㧮㧕

005 ٌ000,3005,2↪ㆇ↥⽷

005 ٌ000,3005,2ሶ↥⽷

401 ٌ427,4026,4ᬺ

051 ٌ057006ᢱ๔ᐢળ

➅ࠅࠃ⸘ળ․⾉⾓ࠬࠖࡈࠝ 3,000 2,940 60

㚢ゞ႐⾓⾉․ળ⸘ࠅࠃ➅ 1,020 1,034 ٌ���

0003003㊄ળ

0001001ຬળ↢ቇ

0002002ຬળᱜ

144 ٌ683,34549,24⾌ળ

0001001㧕ቇ㧔⾌ળᐲᐕ

0000,8000,8㧕ᱜ㧔⾌ળᐲᐕ

0005005⾌ળᐲᐕㆊ

0052052⾌ળᐲᐕฃ೨

114 ٌ613,43509,33⾌ળり⚳

03 ٌ022091⾌ળഥ⾥

020305㔀

020305㔀

280,1003,01283,11፣ข㊄㗍┙Ⓧ

⺞ᩏ⎇ⓥഥᚑⓍ┙㗍㊄ข፣ 6,851 5,600 1,251 ᵈ�

᧪⸘↹Ḱ㗍㊄ข፣ 2,031 2,200 ٌ����

⢒⧷ᅑቇⓍ┙㗍㊄ข፣ 1,500 1,500 0

ᷫଔఘළⓍ┙㗍㊄ข፣ 1,000 1,000 0

807 ٌ114,1307㗵Ꮕᡰ➅ᦼ೨

807 ٌ114,1307㗵Ꮕᡰ➅ᦼ೨

62,500 63,151 ٌ����

㶎䇭ᐔᚑ㪉㪉ᐕᐲ୫㒢ᐲ㗵䈶ௌോ⽶ᜂ㗵䈮䈧䈇䈩ᒰ㗄䈲䈅䉍䉁䈞䉖

ᵈ㪈䇮ᡰᏅಽ䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭

ᐔᚑ㧞㧞ᐕᐲᡰ੍▚ᦠ

ᐔᚑ��ᐕ��ᣣࠄ߆ᐔᚑ��ᐕ���ᣣ㧕

ൊ��ቯ��⑼��⋡

ޓޓวޓ⸘

��ߩㇱ㧔৻⥸ળ⸘㧕

 �ԙᡰㇱᵴേ�

ࠗ�ળຬࠢࡢ࠻࠶ࡀ⊛ੱߩᒻᚑޔߚߩฦᡰㇱᲤߩᬺలታࠍ࿑ޔࠅળຬࠦߩ

�ᵴᕈൻࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒ

 �Ԛන⑼ળߩߣㅪ៤�

ࠗ�Ꮏᬺળߣන⑼ળߩߣ㑐ଥ߮ࠃ߅ᓟߩන⑼ળࠅߩᣇ╬ߡߟߦᬌ⸛ࠆߔ

�ታᣉࠍᙣ⺣ળߩߣන⑼ળޔߚ

�ࠍᙣ⺣ળߩߣ↢ቇߣ↢තᬺࠆߔਥ߇�න⑼ળࡠ

�ࠆߔ⸛ᬌߡߟߦൻߩ★�තᬺ↢ฬࡂ�  

 �ԛ⻠Ṷળߩ㐿�

ࠗ�ㅢᏱ✚ળᓟߦ․ቇⴚ⻠Ṷળࠍ㐿�

 �Ԝ⸥ᔨຠߩ⿅๒�

ࠗ�ᐔᚑ 21 ᐕᐲߩคคൟ⠪߮ࠃ߅࿖ኅⶋ┨ฃ⾨⠪ߦ⸥ᔨຠ⿅๒�

�තᬺḩࡠ �0ޔ��ޔ�� ᐕߦᒰࠆߔળຬߦ⸥ᔨຠ⿅๒�

                             એ �
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㪉㪅ᡰ䈱ㇱ㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩷
䋨න䋺ජ䋩

੍▚㗵 ೨ᐕᐲ੍▚㗵 Ⴧ䇭ᷫ

ᄢ⑼⋡ 䋨䌁䋩 䋨䌂䋩 䋨䌁䋩䋭䋨䌂䋩

䇭ᬺ䇭⾌ 㪋㪈㪃㪍㪈㪇 㪋㪈㪃㪋㪏㪉 㪈㪉㪏

㩿㪈㪀 ㅪ៤ᒝൻᬺ

╙ੑㇱᢎ⢒ᡰេ╬⚻⾌ 㪈㪃㪋㪇㪇 㪈㪃㪉㪇㪇 㪉㪇㪇

㩿㪉㪀 ⾗㊄េഥ⚻⾌

ᢎ⢒⎇ⓥഥᚑ⚻⾌ 㪉㪃㪊㪎㪇 㪉㪃㪋㪇㪇 䂦㩷㪊㪇

ቇ↢ᡰេ⚻⾌ 㪊㪃㪊㪇㪇 㪊㪃㪊㪌㪇 䂦㩷㪌㪇

ᢎ⡯ຬᡰេ⚻⾌ 㪈㪌㪇 㪈㪌㪇 㪇
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特別講演特別講演
TOKUBETSU KOUEN

メディアから見た日本の社会保障
東京新聞・中日新聞論説委員 日比野守男（B48 院B50）

　日比野です。今日はこのような席にお招き頂
きましてありがとうございます。
　私は名工大を出て、中日新聞社に入って最初
の６年間は三重県にいました。初めは警察回り
など事件・事故ばかり担当していましたし、東
京へ行っても警視庁などを回っていました。途
中からは科学系の取材もしましたが、その後、
どういう訳か社会保障の方に足を突っ込んで、
今では書く原稿の2/3が社会保障、1/3が宇宙開
発や原子力など科学に関するものです。
　メディアで社会保障は非常に大きく扱われる
ようになりましたが、かつてはそれほど大きな
ウエイトを占めておりませんでした。例えば私
が厚生省を最初に担当した当時、社内で希望者
が全くいなくて、それでは私にやらせて下さい
と言ったのですが、当時の社会部長に「君、珍
しいね」と言われたぐらいです。ところが今は
どの社でも社会保障には非常に力を入れてお
り、読売新聞が社会保障部という単独の部を設
けるほどです。
　読売新聞は「事件の読売」と言われたくらい
で、事件に関しては社内でも“抜いた”“抜か
れた”の特ダネ競争が激しく、信賞必罰の厳し
い会社でした。その読売新聞が社会保障部を作
るというのは私らにすると非常に画期的な事
で、それほどメディアの中で社会保障の占める
割合が高くなっていることを示していると思い
ます。
　読売新聞はかつて、針小棒大な、いわゆる〝飛
ばし記事〟が多かったのですが、今では社会保
障も含めて非常に正確です。朝日新聞の部数を
抜いて1,000万部を超えてからの記事は正確で
すし、慎重になっています。昔に比べて隔世の
感があります。
　話しが逸れてしまいましたが、今の世の中に

おいて社会保障は大きな関心事であり、選挙の
争点にもなっております。ところが社会保障に
ついてなんとなく分かるのですが、本当のとこ
ろが伝わっていないのではないかと思いまし
て、メディアで取材していてどんな風に見える
かをこれからお話ししたいと思います。また社
会保障は大事なのですが、これからも維持でき
るかどうかについてもお話しします。
　社会保障の仕組みの特徴は簡単にいいます
と、若い人が高齢者を支えるということで、そ
れが基本中の基本です。これが同じ保険でも民
間の保険と違う点です。当然若い人が多ければ
多いほど良いし、高齢者が少なければ少ないほ
ど支える方が楽になります。
　戦前は高齢者が少なく若い人が多かったので
すが、1950年ごろになると人口ピラミッドが少
し歪み始めます。それでもまだピラミッドとい
う三角形になっていましたが、1960年代で崩れ
始めて1990年代になると台形になり、2010年現
在ではとても三角形とはいえず、団塊の世代と
いわれる我々の世代が膨れ上がって若い人が少
なくなっています。近い将来には逆三角形に
なってしまうでしょう。これが今の社会保障を
支えている人口構成の変遷です。
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　これを別の見方で申しますと、戦後世代の高
齢者（65歳以上）の数が急速に増えて、あると
ころで頭打ちになります。ところが、日本の総
人口は既に減り始めていますから、相対的に高
齢者の割合が増えてきますし、2015年から団塊
の世代が高齢者に入ってくるので割合がさらに
増えます。子供（14歳未満）は今後も減り、高

齢者を支えなければならない15歳～ 64歳も減
り始めます。
　高齢化率というのは人口に占める65歳以上の
方の割合をいい、2005年で５人に１人が高齢者
です。これが2030年では３人に１人、2055年に
は2.5人に１人になりますが、子供の数は反対
に減り続けます。直近のデータでは男女合わせ
て65歳以上の人はすでに22.7％で５人に１人以
上になり、特に女性は４人に１人以上が65歳以
上です。
　普通、人口に対して65歳以上が占める割合が
７～ 14％だと高齢化社会といわれます。14％
を超えると高齢社会といい、21％を超えると超
高齢社会といいます。日本は既に超高齢社会に
入っているということです。子供は昭和25年の
3,000万人に比べて今では1,600 ～ 1,700万人と昭
和57年から29年連続で減っています。総人口は
2006年の1億2,776万人をピークにどんどん減っ
ています。高齢化率は2010年に23.1％ですが
2055年には40.5％まで上がります。
　高齢者数自体は2042年の3,863万人をピーク
に減っていきますが、人口も減っていくので、
その後も高齢化率は高い状態が続きます。
　先ほど申しましたように、社会保障というの
は若い人が高齢者を支える仕組みになっていま
す。2000年の時には3.6人で１人を支えていた
のですが、2025年だと２人で１人、2050年には
１人で１人を支えるようになります。これは人
口学的にもはっきりしていますので、これに応
じた社会保障を考えなければなりません。
　よく厚労省は社会保障について「世代間の
連帯」とか「世代間の仕送り」「世代間の扶養」
だといい、できるだけ世代間対立を煽らないよ
うにしていますが、若い人からみますと連帯、
仕送り、扶養は押しつけだと映ります。私もこ
れらの言葉が好きではなく「世代間の負担の分
かち合い」とか「負担の分担」といった言葉の
方が適切だと思っています。
　2010年度の政府の一般会計予算では全体の歳
出が92兆円ですが、政策に使える一般歳出は53
兆円しかありません。ところがこの一般歳出の
中で、社会保障関係費は27兆円と半分を超えて
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います。しばしば社会保障のために公共事業を
減らせとか、防衛費を削れとかいわれますが、
公共事業は既に5兆7,000億円で防衛費は５兆円
を切っています。文教つまり科学技術関係の予
算も５兆円台で、３つ合わせても社会保障関係
費にはおよびません。それほど社会保障費とい
うのはお金がかかるのが現状です。
　ではどこからお金が入ってくるかというと、
歳入の中で国債が今年は租税を抜いており、半
分以上が借金です。国債を含めた国、地方の長
期債務は合わせて900兆円近くに膨れあがって
おり、このままで良いのだろうかと問題になっ
ています。税収もこれから伸びるか疑問ですが、
これが日本における財政の現状です。
　社会保障の給付費が圧倒的に多いのは公的年
金で、次いで医療、介護、福祉です。福祉とは
例えば生活保護や障害、児童手当などです。給
付はどこから賄われているかといえば、保険料
と税です。社会保障給付費はどう変化している
かといえば、当然の事ながら60年代の頃から急
激に増えています。医療費も高齢者が増えるに
連れて増えており、現在、１人に年間70万円が
給付されています。この傾向はまだまだ続きま
す。
　政府の社会保障国民会議のこの試算について
民主党は色々批判するが、反論していませんし、
誰が計算してもこうなる事は認めざるを得ませ
ん。財務省のデータでみても一般歳出に占める
社会保障関係費の割合はどんどん増えており、
社会保障の負担が重くなっているのは間違いあ

りません。
　ところが海外から見ますと少し違っていま
す。日本は高齢化率が高いのですが、その割に
社会保障の規模はそれほど大きくありません。
国民所得に占める割合ではドイツやフランス、
スウェーデンの方が高く、日本の方が社会保障
の規模が相対的に小さいのです。日本は他の国
より高齢化率は高いのですが、国民所得に占め
る社会保障関係費の割合は低いのです。
　日本の国民負担率（租税と社会保障の国民所
得に占める割合）は世界の中では低い方といっ
てもよく、27％ですが、その上に乗っているの
があります。それが財政赤字です。ですから欧
州と比べて相対的に低いといっても、このまま
増えていってもいいのかという問題もありま
す。
　日本の社会保障の中で高齢者の給付、つまり
年金・医療・介護と、児童や家庭関係への給付
を比べますと、高齢者関係費はずーと伸びてい
ますが、児童や家庭関係費はほとんど伸びてい
ません。本当はこちらも増やさなければいけな
いのですが、なぜ伸びないのか。
　個人的な意見ですが、高齢者は選挙権を持っ
ていますが子供は選挙権を持っていません。で
は政治家はどちらにお金を付けるかといえば
ハッキリしていますので高齢者関係費がどんど
ん膨れ上がっていきます。反対に他の国に比べ
て保育や出産、育児休業補償、家族手当といっ
たものが非常に低いままに置かれています。
　民主党が2010年６月から始める子供手当の月
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13,000円には莫大な財源が必要ですが、あなが
ち民主党の政策は荒唐無稽とはいえません。今
まで子供にお金を使わなさ過ぎたのですから。
　とはいえ、財政赤字が膨らむ中であれだけの
大盤振る舞いをしていいのか、制度設計が甘い
のではないかという批判をされるのは当然で
す。日本では給付に所得制限を設けていません。
　北欧では所得制限はありませんが、25％の消
費税を取って社会保障に力を入れています。生
まれてから働き始め、いずれ高齢になり亡くな
るまでに、どこかのステージで社会保障の恩恵
を受けるという意識があるので所得制限を設け
ない理屈が受け入れられています。日本の場合
は子供手当だけが所得制限がなくていいのかと
いう点が問題になっています。
　75歳以上の高齢者における一人あたりの医療
費は、65歳未満に比べて5.6倍かかっています。
高齢になるほど医療費がかかるのは当たり前
で、それ自体は責められることではありません
が、事実として世代間で差があります。
　エンジニアリングの世界では技術革新が起き
るとコストが下がりますが、医療の技術革新は
医療費を押し上げてしまいます。これが他の技
術革新との大きな違いです。例えばＸ線で済む
のにCTを使ったり、MRIやPETを使えば医療
費はどんどん高くなります。Ｘ線では数千円な
のにPETだと数万円という具合です。患者も高
度な医療を求めますので、病院も対応せざるを
得えません。
　ですから高齢化だけが医療費を押し上げるわ
けではありません。かつて財務省は高齢化率の
伸びの範囲に医療費の伸び率を抑制する方針を
打ち出しましたが、それは間違いです。医療費
を上げているのは高齢化率だけではありませ
ん。医療技術の進歩も医療費を上げる一因だか
らです。
　日本の医療保険制度において、大きな問題の
一つは、市町村国民健康保険（市町村国保）に
低所得の高齢者が集中していることです。国保
の保険料は一般的には所得に比べて高いので低
所得者だと払えない、その結果、受診できない
という問題が起きています。事実上の無保険だ

とか、それに近い方が国保には非常に多くいま
す。
　他方、高齢になれば医療費が多くかかるのは
当然としても、それを野放しにしていいのかと
いう問題もあります。若い世代と高齢世代の医
療費の負担をどう分担するかということです。
この問題について1990年後半から約10年間議論
した結果、一昨年スタートしたのが後期高齢者
医療制度です。
　後期高齢者医療制度に対しては色々と批判が
ありました。「姥捨て山」だとか「年令による
差別」だとか言われましたが、アンケートでは
現在高齢者の過半数以上が基本的に今の制度で
いいと答え、かなり受け入れられています。
民主党など当時の野党は制度を以前の「老人保
健制度」に戻すという法案を2008年６月、参院
で可決しましたが、政権奪取後の民主党は一転
して「メリット、デメリットを十分検討する」
と大幅に後退しています。
　民主党は、後期高齢者医療制度と年金記録不
備問題を追及することで自公政権をひっくり返
したわけですから非常にこだわりがあります。
後期高齢者医療制度改革会議が厚労相の元に発
足して、この夏に中間報告を出して来年、新制
度発足のための法案を提出しスタートさせると
しています。
　現在４種類の改革案がでていますが、一長一
短です。例えば医療保険制度を全て解散して一
つにまとめるという案がありますが、サラリー
マンと自営業者の所得捕捉の違いをどうするか
という問題が起き、今のままでは当然サラリー
マンは納得しません。この問題を突き詰めると、
納税者番号制を導入しない限り解決できません
が、この議論がほとんど行われていません。
　また、改革案のほとんどは税の投入の増額を
求めています。これは言うのは簡単ですが、財
源をどうするのかが明確にされていませんし、
民主党も７月の参院選挙が終わるまで言わない
でしょう。
　社会保障給付費の最大の焦点である年金には
２つの大きな問題があります。１つは記録問題
で、いわゆる「消えた年金」や「宙に浮いた年
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金」問題です。ずさんな年金記録管理をしてい
た社会保険庁が解体され、2010年１月から日本
年金機構が発足しました。この年金記録問題で
デタラメに管理されていたのは厚生年金と国民
年金の記録です。社会保険庁職員が加入してい
る公務員共済の記録は完璧に保存されていたの
に、他人のお金になると極めてずさんだったと
いうことです。社会保険庁では厚生年金と国民
年金の保険料を中抜きして娯楽施設をつくった
り、ひどいケースでは長官の同窓会の会費にま
で流用していました。ですから社会保険庁が解
体されたのは当然の事であります。
　２つ目は運用の問題です。公的な年金制度を
これからどうしたらいいのかいう制度設計の問
題です。民主党が言っているのは基礎年金（国
民年金）と厚生年金のうち、基礎年金を税方式
としたうえで、65歳以上の全員に月７万円を支
給するというものです。公的年金は高齢者世帯
の中で７割がメインの収入となっています。だ
から公的年金の制度をきちっとするのは当然の
事です。
　では何故、年金制度の改革問題が起きたか。
国民年金の保険料は現在月額約15,100円でこれ
からも少しずつ上がっていきます。保険料は性
別、年令、所得に関係なく一律です。国民年金
はもともと自営業者を対象にしていたので、所
得捕捉が完璧にできなかったからです。
　保険料が毎年上がる結果として未加入や未納
者が増え、免除者も合わせると合計で対象者の
４割近くに達します。すでに多くの無年金や
低年金者が発生しており、65歳以上では人口の
２％になります。この人たちは将来に生活保護
にいかざるを得ません。
　基礎年金の改革は当然しなければなりません
が、ここでも財源を何処からもってくるかとい
う問題が起きます。現在支払われている基礎年
金の給付額のうち、以前は1/3に税金が投入さ
れていましたが、2009年度から投入割合が1/2
に引き上げられました。
　それだけで年に2.5兆円必要になります。2009
年と2010年は埋蔵金を充てましたが,2011年度
以降、どうするかが決まっていません。消費税

で賄うという意見もありますが、消費税は現在
５％で12兆円なのに対して、基礎年金の給付額
は年間19兆円もあり、大きなズレがあります。
　意外と知られていないのは消費税の仕組みで
す。５％の全てが国の取り分ということではあ
りません。１％は地方の取り分で国の取り分は
４％です。その４％のうち一定の割合が地方交
付税となるので、実際には３％強しか国の手元
には残りません。1990年から基礎年金とか老人
医療や介護保険に全部つぎ込まれていますの
で、民主党が言うように、消費税をすべて充て
るといった場合、地方分はどこから持ってくる
かという別の問題が新たに生じますが、民主党
はこれには全く答えていません。というよりも
答えられないでしょう。
　介護保険は2000年にスタートしましたが、社
会保障制度の中でこれほど歓迎されたものはあ
りません。要介護認定者はスタート時には210
万人でしたが、2009年には２倍以上、介護にか
かる総費用も２倍以上になりました。65歳以上
の月平均保険料は2000 ～ 2002年度2,911円から
2009 ～ 2011年度4,160円に増えています。これ
からさらに認知症や一人暮らしの高齢者が増加
しますが、保険料をこれ以上、上げられるのか
という問題があります。
　介護保険は健康保険と違って非扶養者という
概念がありません。高齢の夫妻ですとそれぞれ
が保険料を払わなければなりませんが、今後も
払い続けられるかどうかということです。介護
保険の財源は、半分が税で残りを65歳以上と40
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歳～ 64歳の保険料で賄う仕組みですので、高
齢者が増え介護の需要が増えるにつれ65歳以上
も40歳～ 64歳も保険料が上がります。これは
後期高齢者医療制度とよく似ています。
　保険料をこれ以上あげられないので税負担を
増やすとした場合、財源はどこからという問題
がでてきます。社会保障国民会議は基礎年金
を全額税で賄うには消費税換算で4.5％～ 13％、
つまり今の５％に加え4.5％～ 13％必要だと試
算しています。
　他にも医療が崩壊状態になってきており、救
急とか小児が特にひどい状態です。これをなん
とかしなければ、というのが国民の大きな声で
す。さらに介護と医療の連携で問題になってい
る社会的入院があります。入院期間が長くなる
と診療報酬が下がる仕組みになっているので、
病院は入院患者をできるだけ早く退院させよう
とします。退院させたときに受け皿になるのが
介護ですが、介護の施設が充実していません。
そこで医療と介護の連携を図った一体的な改革
が求められますが、そのための費用は、社会保
障国民会議の試算では消費税率換算で４％必要
です。
　単純に足すと消費税は少なくても現行の５％
のほかに、全額税の基礎年金分4.5％、医療・
介護の充実分４％を足すと、13．5％になります。
これは私の私案ではなく誰が計算してもこうな
ります。
　社会保障国民会議は、政府に都合のいいよう
にデータを作っているといわれるのを恐れて、
試算の元になったデータや計算式を全てホーム
ページで公開しています。ですからこれらの数
字はある程度、信用してもいいでしょう。社会
保障を考えていく上での前提になります。
　日本は費用の割には比較的効率の高い医療と
か介護の体制を整備してきました。その結果と
して例えば一人当たりの外来受診回数は日本が
世界最多となりました。受診回数が多い事は悪
い事ではなく、早期診断・早期治療ができると
いう意味では良いことだと思います。
　イギリスではいきなり病院へ行くと全額自己
負担になります。開業医の所へ行ってそこで紹

介状をもらわないと病院へ行けないシステムに
なっています。
　その点で、日本ではいきなり大学病院や国立
病院で受診できます。大学病院や国立病院は本
来、難しい疾患の患者を診るところで、そこへ
風邪程度の患者が気楽にいくことへの批判があ
りますが、半面、フリーアクセスという自由に
受診できる体制があるからこそ乳児死亡率の低
さは世界１位、平均寿命は女性世界１位、男性
３位、健康寿命は男女共世界１位で、総合評価
でも世界１位が達成できたのです。
　こうした社会の隅々まで行き届いた社会保障
制度を、これからも維持し充実させていかなけ
ればならないと考えますが、そのためには新た
な財源が不可欠です。今まで財源問題というと
どの党も避けてきたのですが、参院選が終わる
と消費税についても本格的に議論されることに
なるでしょう。
　新党「立ち上がれ日本」共同代表で元自民党
の与謝野馨さんが近著「民主党が日本経済を破
壊する」の中で、社会保障制度と科学技術につ
いて触れています。良い指摘だと思うのは“優
先すべきは成長政策であり、潜在成長力は国力
そのものであり、持続的な社会保障制度の前提
となる”“研究開発と人材教育、技術イノベー
ションこそが成長の原動力である”と言ってい
る点です。
　言い換えれば科学技術の発展を維持していか
ない限り、社会保障制度に必要な財源は生み出
せないということです。こういう視点で見てい
る方は自民党の中でも意外に少ないのです。民
主党では聞いたことがありません。
　私も工学部出身の人間として、日本の社会保
障制度を支えるのは科学技術でありこれからも
変わらないと確信しています。名工大の現役の
方も卒業された大先輩の方も含めて、科学技術
の大切というのをこれからも声を大にして訴え
ていってほしいと思います。
　雑駁な話しになりましたがご清聴ありがとう
ございました。
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企業トップセミナー企業トップセミナー
TOP SEMINAR

　ご紹介にあずかりましたNTNの鈴木です。
NTNという会社の名前をご存知でない方が多
いと思いますが、新幹線や航空機のジェットエ
ンジンに使われているベアリング、最近では人
工心臓に使われる小さなポンプ、皆さんに近い
ところではハードディスクドライブに使われて
いるモーターの小さなベアリングを作っている
会社です。皆さんの先輩方も含めて世界で２万
人の従業員がおり国内には6,000人ほどおりま
すが、その中で約100人は皆さんの先輩に働い
てもらっています。
　まずは皆さん入学おめでとうございます。私
も皆さんと同じ様に50数年前にこの大学に入学
し、卒業しました。特に思い出に残っているの
は伊勢湾台風の時に卒業したことです。皆さん
のおじいさんくらいの年代です。73歳になりま
す。ありがたいことに元気で経済社会の中で働
かせて頂いておりますので皆さんに少しお話を
させて頂きます。リラックスしてお聞き頂けれ
ば幸いです。演題は『「夢」と「気」多元的世界
観を持とう』です。世の中には色んなものの考
え方があり、若い方にはそれにチャレンジをし
て頂きたいという想いをお話しさせて頂きます。
　まず最初に、『とりあえず』をやめてほしい
ですね。行く所もないし大学でも名工大ならい
いだろうといった人もいるかもしれません。し
かし受験戦争は終わりました。もう一度、進路
をリセットして下さい。学問をするという点で
もう一度世の中のことを含めて見直して頂きた
いのです。とりわけ大切なのは社会人として生
きていく資質であり、ぜひ身につけてほしいと
思います。

　私の学生だった時代、大学生は学生服を着て
いました。ですから、居酒屋や町中で少々はめ
をはずしても学生だからしょうがないと分かっ
てもらえることもありました。今は通用しませ
ん。学生服を着ていない大学生は社会人と同じ
です。大学生のうちに社会人としての規範を身
につけてほしいと思います。
　親の躾（しつけ）が大切です。最近は海外の
人達が箸の持ち方をずいぶん気にしているそう
です。皆さんも子供の頃に親から躾られたで
しょう。世界のあちこちに行くと日本食がブー
ムになっていて箸の持ち方を教える場面によく
出くわします。皆さんが親からどう躾けられた
かは箸の持ち方でわかります。仕事の場でも昼
食会をよく開きますが、その時に箸の持ち方が
非常に気になります。皆さんも自分の箸の持ち
方はどうだろうか、もう一度気にしていただき
たいと思います。
　人間にはいろいろなタイプがあります。理系
の方々はどちらかというとＩ型人間が多いので
はないかと思います。Ｉ型人間は自分の専門分
野については詳しいが、他の分野には知識・関
心を持たない人です。そうではなく、Ｔ型人間

講演をする鈴木泰信氏

「夢」と「気」多元的世界観を持とう
ＮＴＮ㈱　鈴木　泰信（Ｋ34）
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になってほしいと思います。Ｔ型人間は、深い
専門知識と幅広い分野に関する知識を兼ね備え
た人間です。専門分野を持ってほしいといいま
すが、学術でもできるだけＴ型人間になってい
ただきたいのです。一つはずば抜けてほかの人
よりも良いものを残すことですが、それに加え
て考えてほしいのです。私は会社に入る時に経
済社会の中に入ったら給料が少しでも高くなれ
ばというのが本心でしたが、出世はしなくても
良いと思っていました。しかし、私はどこの世
界でも通用するような人間になりたいと思いま
した。そのために何か一つでも資格をもってお
く必要があるのではないかと思いました。大学
を出て７年間の実務経験があれば技術士の資格
をとることができます。自分もやってみようと
思い31歳で技術士の資格をとることができまし
た。当時で技術士の資格をとるには平均年齢が
42歳でしたのでまずまずだったと思います。
　もう一つ望めるならΠ（パイ）型人間もあり
ます。Π（パイ）型人間はＴ型人間に加えて、
深い専門を２つ以上もつ人間です。私はありが
たいことに日本だけでなくカナダに４年、ドイ
ツにも４年、会社が放り出してくれました。あ
いつは帰ってこない方が良いと８年間海外の勤
務をいたしましてベルリンの壁を横に見ながら
仕事をし、多くを学びました。ベルリンの壁を
越えて東ヨーロッパにも何回か足を運び貴重な
経験もいたしました。欧米と簡単に言いますが、
私がカナダからドイツに転勤になった時に「な
ぜヨーロッパから逃げていったカナダの地から
来たお前に学ばねばいけないのか」と言われま
した。それほどヨーロッパとアメリカは歴史的
にみても違います。日本で欧米というのと現地
に行って経験するのとでは格段の違いがありま
す。皆さん方は若いのですから経験することも
たくさんあるのではないでしょうか。というこ
とでΠ型人間になっていただきたいと思いま
す。
　皆さん方は知識は随分ともっていると思いま

すが、知識と知恵は違います。知識と知恵を兼
ね備えた人間になってほしいと思います。その
ためには観察眼をもってほしいのです。よく感
性のある人間といいますが難しすぎます。何に
でも感じてほしい、何を見ても素通りしないで
感じて下さい。何か変わったところはないかと
いった目で見ていただいたら、もっと面白くな
ります。
　人間には知力、体力、気力の３つが重要で
す。この３つを常に取り揃えていないと激動の
現在の世界を生き抜いていけません。そのため
第一に知力をつけて下さい。知力とは知識と知
恵の集合体です。横から眺めているだけで知恵
が回っていかないと自分の力になっていきませ
ん。そのためには自分の体で体験してほしいの
です。
　一つを体験すると、それが一つの点になりま
す。空を見上げた星の様に一つの体験が点にな
り、また本を読んだり新たに経験したことが次
の点となります。３つの点があればそれが平面
を作り、４つになると立体を作ります。例えば
地震の震源地を見つけたいとき、１点の観測で
はどうしようもありませんが３点あれば震源地
がどこの辺りかがわかります。そして４点にな
れば深さも想定できます。いろんな型がありま
すが皆さん『自分の型』を作って下さい。そう
するとものの考え方も変わってきます。
　次は基礎学力についてお話します。これから
学部入学される皆さんは２年間学ばれる教養課
程がとても大事です。とくに実験をおろそかに
せず、物の取り扱いなどは体で覚えることで
す。私も卒業論文を書く時には自分で実験装置
を作ったりしました。実験に使うガラス管を曲
げようとしてもうまく曲がりません。ビニール
ホースを想像するとわかりやすいのですが、ビ
ニールホースを曲げるとその部分がへこみま
す。へこまない様に曲げるにはどうすればいい
か。また液体ヘリウムを取り扱う時にその物理
的性質がわからないと困ります。ビーカーの中



－ 25 －

に液体ヘリウムを入れると超流動性という物理
的性質がありますので、ビーカーの壁をつたっ
て中にある液体ヘリウムが全部外に逃げてしま
います。ですからふちの狭い瓶の中に入れて移
動しなければなりません。皆さんは高校で勉強
されたかもしれませんが、物理的性質、化学的
性質を知っていないと大変なことになります。
よく世の中でガス爆発などの事故もあります。
そのガスは空気より重いのか軽いのか、皆さん
は化学記号ですぐに答えがでるとおもいます
が、現実はどうなんでしょうか。教養課程では
物の取り扱いについては失敗もあるでしょう。
人体に影響があるような危険なことは避けなが
ら、できるだけ多くの体験をしていただきたい
と思います。
　先ほどもいいましたが１つの点が２つになれ
ば線になります。是非若い人には色んなジャン
ルの本を１冊でも２冊でも読んでいただきたい
のです。私の会社にも数十名の新入社員が入り
ました。若い人には給料の10％を本に使ってほ
しいとお願いしました。本以外のジャンルはあ
るし、本を読まなくてもネットを使えばすぐに
出てくるということもありますが、しかし是非
自分でお金を払って読んでほしいと思います。
　また次にお話したいのは「歴史を学ぼう」で
す。日本史だけでも大変ですが、世界史、世界
の色んなジャンルを学ばないといけません。海
外勤務をしているうちにやっぱり歴史は大切だ
と思うようになりました。日露戦争で日本の連
合艦隊がバルチック艦隊と闘いました。日本か
らではなくロシアからこの戦争を見ることが大
切です。バルチックは何処かといえばバルト三
国があるバルト海です。ロシアではバルト艦隊
といいます。また、私はドイツにいた時にウォー
タールーへ行きました。ナポレオンの軍隊が負
けたあのウォータールーです。なぜ負けたかと
いうと、ある日の早朝に雨が降ったからです。
なぜ早朝に雨が降ったくらいで負けたかという
と、大砲も騎兵もぬかるんだ地面で動きがとれ

ず走れなかったからです。それぞれの状況に
よって臨機応変な行動がとれるかどうかです。
若い人は旅行をして世界各地を実際に見てほし
いと思います。歴史を学んでもらいたいのです。
　１ヶ月前に中国を大連から北京、洛陽、上海、
南京とぐるっとまわってまいりました。半年も
見ないと中国はどんどん変っていきます。中国
からは日本の新幹線技術がほしいと要請があり
ます。我々はそれに対して日本の技術の移転を
どの程度にするのか、日本と中国の間で歴史を
ひも解きながら考えているところです。皆さん
ももう一度歴史をひも解いて下さい。
　皆さんはこれから勉強するわけですが、今度
４年生になる先輩は就活を一生懸命していま
す。私も面接に立ち会うことがありますが、そ
の時初対面の相手にどういう印象を与えている
か考えて下さい。これからは朝起きた時に自分
の顔を鏡で見て下さい。笑った時、怒った時、
どういう顔をしているのかというのも大切では
ないかと思うからです。年を取ってまいります
とその方の顔を見るだけで歩んでこられた道が
大体わかります。色んな会社のトップの方とお
会いしますが、その時に相手の方にどのような
印象を与えるかによって仕事や色んなことの発
展に拘ってきます。これからそういう機会が一
杯でてきますので今から心掛けて下さい。
　先ほど感性を磨けといいましたが、『感じる
人間』になってほしいと思います。電車に乗っ
ても若い方でもサッと席を譲ってくれるような
人もみえます。要は何を見ても感じる人になる
こと、それが学問を追究していったり経済社会
の中で重要なポジションを掴むことになると思
います。
　だれでも不得意なことがあります。たぶん名
古屋工業大学に入ってこられる方は語学が苦手
という方が多いであろうと推察されますが、こ
れから何十年生きていく中で克服できると思い
ます。私も名工大に入った時、国語と英語が苦
手で、カナダに転勤になって大変でした。大学
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を出てからでもロシア語を勉強しようと思って
続けた経験があります。何でもやってやろう、
見てやろうという気持ちで失敗を恐れないで下
さい。何でもチャレンジをしてください。部活
動にも参加してください。
　今まで皆さんは失敗の無い生活を送ってこら
れたかもしれません。社会に出て成功するには
成功体験は必要ですが失敗体験もしてほしいの
です。若い時の失敗は会社としても大きな損害
にならないのですが、年令を重ねてからの失敗
は大変なことになります。上司の方も許せる程
度の失敗なら許せる失敗がありますし、原因と
対策を考える良い機会ともなります。若いうち
にそういう経験をしてほしいと思います。
　最近はメールが随分行き交っていますが、
メールだけでは世の中を渡っていけません。最
後は顔と顔、face to faceでお付き合いができる
ことが大切です。メールでばかりやっていて、
いざ顔を合わせると質問にも答えられない、た
だ待っているだけで自分から動けない人がいま
す。部活動の中での先輩・後輩や仲間との付き
合いはそのよい機会です。自分の意見を言える
人になると共に、ディベートができるように
なって下さい。これから皆さんも海外に行く機
会があると思いますし、海外から来られる人と
付き合うこともあると思います。日本人はディ
ベートが下手で、相手から何故だと言われると
それだけで意見が言えなくなってしまいます。
ああいえばこう言うといった訓練も学生時代か
らやっていただけるとありがたいです。そのた
めにはグループで face to face で意見の交換を
する、そのためにも部活動が大切だと思います。
　次は『設定力』と『解決力』です。皆さんの
今までの生活はどちらかといえば、問題をだし
てもらってそれに解答する力はあると思いま
す。数学の問題を解くのはできるのでしょうが、
自分で問題を作ることができるでしょうか、こ
れは設定力です。今までは卒論にしても先生が
課題を出してくれて、それに対して実験をする

なりして解決をする。そういう力はお持ちだと
思いますが、自分で問題を設定して壁を越えよ
うとする力が必要になります。今まで受験勉強
は受け身できたのではないでしょうか。私の会
社でも指示待ちの社員が多いと思います。
　皆さんは携帯電話を持ってみえると思います
が、電話がかかってきたというとオフィスの電
話を取らない人がいます。取っても相手のお客
様と会話ができない人もおります。メール人間
が多過ぎます。こういうことを解消するには、
自分に問題を解決する力、設定する力を養わな
いといけないと思います。
　問題を設定する力が未来を開きます。知恵と
知識は皆さん培われてきたと思いますが、その
上に独創性と創造性があり、知恵、知識とその
上の独創性、創造性との間には壁があります。
これを超えるためには常に自分自身で問題を発
見し、設定しなければなりません。知恵や知識
まではいけるでしょう、しかしそれを超えない
と新しいことに繋がりません。これは連続では
ないのです。よく創造性や独創性を持てといわ
れますが、そう簡単にはもてません。そこには
『不連続の壁』があります。つまり問題の設定
力があるかないかで、より創造性を発揮しよう
とするときに問われる課題であると思います。
　私は親からずっと短気だといわれていました
し、今でも短気です。以前親にこんな話をした
ことがあります。それは松の木を枝打ちをする
と節ができ、木はその節を隠そうとしてその分
膨れてきて何年かすると隠れてしまうという話
です。人間も欠点はあるけれど無くそうと努力
します。皆さん若いのですから「できた人間だ
な～」と言われない方が良いのです。「あいつ
は気が短いな～」「あいつは…」と言われても
かまいません。それを直す努力をしてほしいと
思います。そうすることで人間形成において重
要なポジションに就けるのではないでしょう
か。失敗を検証することで自分の型を破ること
が大切です。
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　最後に『夢と気』についてお話しします。皆
さんも夢を持ってほしいと思います。ただ追い
かけるのではなく夢を描いて実現させることが
大切で、それは毎日の積み重ねなんだと思いま
す。それと同時に『気は気に通ずる』ものなり
で、相手はよく見ています。要は相手に自分の
オーラをどう与えられるか、相手がどう評価し
てくれるかを考えてください。『夢と気』、それ
に『やる気と元気』が大切です。
　最近はどうか知りませんが我々が学生の時に
は企業の実習を夏休みにしており、私も桑名の
鋳物工場や航空機を作っている工場へ行って実
習を受けました。チャンスがあれば企業で１週
間でも３週間でも実際の現場がどうであるかを
味わっていただくのが必要かもしれません。
　『青い鳥症候群』にはならないでほしいので
す。生産現場での実習をしていただきたいと思
います。これは私どもがベアリングを作ってい
る中で、学生時代の経験が企業に役立っている
からです。我々が開発しているインホイール
モーターは、今後電気自動車に採用されていき
ますが、2000年の頃にベアリングやエンジンが
近い時期に無くなるかもしれないと、若い研究
者が研究を始めた結果であります。これは我々
の会社だけではなく、皆さんも色々な所で活躍
される場面が出てくると思います。そのために
は設定力、解決力というものを“NTNの鈴木
がしゃべっていたな～”と思い出していただけ
たらと思います。
　ここに世界地図があります。皆さんがこれま
で学校で使われたのは日本が中心にあるものだ
と思います。私たちの会社は世界中にあります
が、こちらはヨーロッパを中心にした地図です。
私どもの会社はブラジルにもありますがどう
やって行くか、日本からだと30時間かかります。
しかしフランスにも子会社がありますので、ブ
ラジルへは日本からではなくフランスから行き
ます。フランス人が日本の設備を使ってブラジ
ルで物を作るのに日本から行く必要はありませ

ん。フランスからブラジルへは12時間で行けま
す。ある時ブラジルに行った日本の首相が「地
球の裏側のブラジル…」と言って大ひんしゅく
をかいました。北半球というからブラジルは裏
になりますが、宇宙から見たら地球の裏側もブ
ラジルも表側の日本も一緒なんです。オースト
ラリアの人は「なぜオーストラリアは地球の下
側なんだ」ということで彼等はオーストラリア
が上にくる世界地図を作りました。物の見方に
は色々あるし色んな切り口があります。固定せ
ずに見てほしいと思います。若い方は色んな経
験をしながら問題点の絞り込みをして下さい。
そういう力をぜひ養っていただきたいのです。
世界には色んな地図があり、アイデンティティ
があります。自分達は日本を中心にして世界を
見ていますが、そういった固定概念は捨ててほ
しいと思います。
　それと同時に皆さんが今日までこれたのはご
両親の愛情や家族の人達の力があってのことで
す。家族に大いに感謝し、これからも大切にし
ていただくことを最後にお願いして、私からの
お話を終わりたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。

　講演終了後に高橋学長から鈴木会長に名誉博
士号の授与が行なわれた。

名誉博士号を授与された鈴木会長(右)
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傘をすぼめて
人いきれで満員のバスに
私は乗り込み料金を払った

赤いツーピースの女性の横に立ち
私は吊革をしっかと握る
バスが動き出すと
背後の女子学生が

ぬれた床に足を取られる

車内の４０人おのおのが
雨水のしたたる傘を手に

熱気と体臭とポマードと香水を一度に嗅いで
梅雨だからと変に合点したり

夕刻のバスだからと疲労を感じたり
空気が悪いからと窓を開けるから

６月の雨は意地悪く窓際の少年の服を濡らす

膝の上で揺れている衛生関係の本からすると
その女性は看護学校の生徒らしい
その手がそっと曇りガラスを拭った

窓の中の街並みはシネマか蒔絵のように
市バスは妊婦のように身を重くして

信号に愕えて止まり
安堵して動いている

４０人がやがて５０人ほどに膨れて
行き先だけを共にする同乗者たちだ

言葉を交わすことは人数が増して必要なく
ただ他人の足を踏んだり

席を譲ったり
盲人に出口を知らせたり

そんなときに
会話が生まれ心が通い合うのを
私はバスの中で見ていた

疲れた表情の中年男が短い竿を４本持ち
それを杖のようにして空席に腰を落とす

その前席に足でリズムを取りながら
車内のどこからともなく生じるざわめきに

掻き消えてしまう声量で
譜面に見入る学生がいる

私の前に座っている看護学校の生徒は
目のやり場を求めて

再び曇ったガラス窓を拭った
外は暗くなりかけていた

その時、街並みが激しく揺れて止まった

私は驚いた
それまであった車内の雑談や同僚との笑い声や
傘で床を叩く音が一瞬やみ　そのあと
１００の目が運転手に向けられていた

乗客たちは車内にささやくような雑言を満たし
そしてまたとりとめのない衆人に戻った
市バスは数人の乗客を降ろし

平生通りの運転手のハンドルさばきで
夕闇を走り抜けて終点へと急いだ

「名古屋市営バス135号線」

竹村　誠二（Ａ57）

解説：昭和50年代に書きましたものですから、今
読み返すとノスタルジーを感じます。そのころ家庭
教師のアルバイトをしていました。それで名古屋市
立大学病院前からバスに乗って南区まで通ってい
たのですが、この詩はバスの中の情景をそのまま
描写したものです。

随  筆随  筆

Z U I H I T S U
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　昨年の４月末、午後、名古屋地下鉄、桜本町
駅から歩いて数分の北村病院に先生をお見舞い
しました。これが最後となり、約１ヵ月後にお
亡くなりになられました。
　お見舞い当日は快晴で、先生は二階のベッド
に横たわり、開けた窓から青空を眺め、「雲が
面白い。手前のビルは邪魔だ。」と言われまし
た。その時、フッと私の頭に浮かんだのが「景
雲飛翔」でした。これは、山田幾穂先生退官記
念誌（平成5年同事業会）の表題でした。その節、
先生から式典参加者全員に、金色のテレフォン
カードを戴きました。それにも先生直筆の「景
雲飛翔」が黒字で印刷されていました。その意
味ですが、同誌の序文には、「先生にお聴きし
たところ、“累々として雲が景気良く大空に舞
い上がる雄大な光景のように、仕事を始め、万
事おおらかに運ぶ気分を意味している。”との
ことでした。先生のご研究に対するこれまでの
一貫した姿勢とまさしく一致しており含蓄のあ
る表題でございます。」と記されています。先
生のご関係された論文は、同誌によると1956年
から1993年の37年間に亘ります。蒸留・抽出・
吸収が69件、数値解析・流れ・熱が35件、平
衡・物性が15件、石炭・タール・反応工学が7
件、その他の著書15件、総説など30件、集計す
ると171件です。多い時は1981年の11件で月1件
のペースです。病床で先生は、白雲がビルの陰
から青空へ次々と湧き上がるのを眺めながら、
ご自身が関与された多数の論文に思いを重ねて
おられたと拝察します。
　昨年12月5日、浩養園で山田幾穂先生を偲ぶ
会が盛大に催されました。95名の化工研ＯＢが
参加しました。其の席で司会の森秀樹先生から、
山田先生が瑞宝中綬章正四位に叙勲されたと被
露されました。新垣元教授は、山田先生を病
床にお見舞いした際、｢フェルマーの最終定理｣
のお話をすると、先生は大変興味をもたれたと
語られました。多田教授も先生を偲んで挨拶を
されました。化工研ＯＢを代表して元群馬大の

加藤邦夫教授が「山田先生は、私の生涯の恩人
です。」と先生を讃え、乾杯の音頭をとりまし
た。更に、愛弟子の緑静男君は、尺八で哀悼の
調べ「夕月」を奏しました。先生は草葉の陰で、
鎮魂しさぞ喜んでおられたことでしょう。
　昭和44年、大学紛争が起こり、先生は学生課
長として大変苦労をされました。学園を正常な
軌道に戻すことが出来ず、後年「これが大過で
なくて何であろうか？」と回顧されました。大
先輩の加藤雅樹氏（Ｄ12）も山田教授の要請で
城戸学長代行と共に、対応の相談にのったと言
われます。先生は研究、教育ばかりでなく、大
学や学会の運営にもご熱心でした。更に、国際
交流、特に韓国に対しては、特別にご尽力され
ました。化学工学研究室は増強倍加し、多くの
俊秀が巣立ちました。先生の秘かな誇りであり、
教師冥利に尽きたのではないでしょうか？先生
の心は限りなく寛く、また優しい方でした。私
が前述、病床を見舞った際、「Ｍ君がしっかり
やってますよ！」と申し上げたら、先生は「ほ
うか。」と言われ、やおら、頭の下の枕を取り
出し、豪快に顔を拭われました。長年の深い
師弟関係が、万感胸に迫ってのことだったので
しょう。最後に力を振り絞り、ベッドに腰をか
けて「ありがとうな！」と力強くお礼を言われ、
お別れしました。
　先生のご冥福を心からお祈りいたします。

合掌

随  筆随  筆

Z U I H I T S U

加地　理泰（D30）

景雲飛翔
山田幾穂先生（Ｄ25）一周忌追悼

山田幾穂先生
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情報情報 ネットワークネットワーク
　今回の総会は、平成22年4月10日（土）に稲
沢市民会館小ホールで盛大に開催できました。
　当日は来賓として、名古屋工業大学新学長・
高橋実様と本部理事長・篠田陽史様（Ｍ33）を
お迎えし、会員の参加者は53名（内初参加の方
が11名）でした。
　第１部は支部総会。玉田支部長挨拶に続いて
高橋学長と篠田理事長に来賓挨拶をお願いしま
した。次いで平成21年度事業報告、同会計報告、
同会計監査報告、平成22年度事業計画(案)及び
役員改選(案)の説明を行い、承認を得ました。
　第２部は特別講演。講師の同朋大学社会福祉
学部教授＆経済学博士・伊東眞理子先生は、平
成13年度と平成17年度に続いて今回が3回目。
同先生を紹介していただいたのは、薫風会理事
長・佐藤和夫様(Ｅ22)で昨年12月に急逝されま
した。また、尾張支部役員で長年活躍していた
だき、昨年4月に逝去の橋本坦様（Ⓚ22）、本年
3月に逝去の足立達雄様（Ｄ20）並びに物故者
のご冥福をお祈りして黙祷を捧げました。
　講演のテーマは『サクセスフル・エイジング
（歳を重ねるごとに成功する）－パート２－』。
次図で日・北欧・米での高齢者の質的内容比較
を紹介していただきました。
　人の人生は、旬のとき即ちプラトー（小山）
を超えると、Ⓐ線のように放物線を描いて落ち
ていくものと捉えがちだ。他方、北欧において
はⒷ線のようにノーマライゼーション（継続
性）といって、死ぬまで一番良いときを継続す
るAge in placeという提案をしてきた。しかし、

尾張支部総会報告 アメリカ老年学会はそんなことに満足せず、人
間とは高齢期といえども「成長して成長して、
もうこれ以上は成長できないところまで成長し
て死を迎える〔The final stage of growth〕」と
成長理論に基づいたⒸ線を描いて見せたのだ。
これぞ正に、サクセスフル・エイジング!!とい
えよう。わが国の人物の中からⒸ線の実例とし
て、江戸時代後期を代表する浮世絵師の葛飾北
斎は、老年学の世界でも光り輝く存在だとエピ
ソードを話されました。以下略。
　第３部はミニコンサート。ソプラノ・平康悦
子さん、フルート・大西圭子さん、ピアノ・柳
河瀬貴子さんでクラシックを楽しみ、アンコー
ルでは全員で「ふるさと」を合唱しました。

　第４部は記念撮影。特別講演の講師、ミニコ
ンサート出演者にも入っていただいてのスナッ
プです。

　第５部は懇親会。魚住養正様(Ｗ22)様に乾杯
の音頭をお願いし、講師・コンサート出演者も
参加、立食パーティーで歓談していただきまし
た。初参加者が皮切りの自由スピーチも好評で
した。中締めは、井上富夫様（Ｄ28）にお願い
して閉会しました。お陰さまで今回も楽しい総
会を開催することができました。

記:尾張支部長　玉田欽也（Ｗ32）
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　第202回ゴルフ会は恒例の本厚木カンツリー
クラブにて３月29日(月)に開催されました。名
物の桜は３分咲きでしたが、十分楽しみ、25名
全員が元気にホールアウトしました。
　続いて入賞者の表彰式、米寿のＥ18本間吉夫
氏、喜寿のＥ33石川二朗氏、古希のＭ39津田卓
美氏、Ｅ39吉田嶽彦氏に記念品を差し上げお祝
いしました。

記：藤田正浩（Ｅ33）

第202回 名工会東京支部ゴルフ大会報告

　第81回名工大ごきそ会ゴルフコンペが、平
成22年３月30日（火）に難コースで知られてお
ります名古屋市郊外の東名古屋CC西コースで、
会員16名の参加をえて開催されました。
　当日は、前日までの冷え込みは何処えやら小
春日和に恵まれてのプレーとなりました。期待
をしておりました満開の桜は、異常気象のせい
か期待はずれとなりましたが、七部咲きのもと
全員和気あいあいのプレーを楽しむ事が出来ま
した。成績は、優勝がベテランの寺西鋼三氏（Ｋ
33）、２位は、森川民雄氏（Ｗ45）、３位が泉地
正幸氏（Ｗ44）、ベストグロスは、シングルの
梶原俊彦氏（Ｂ45）が獲得されました。プレー
終了後、コンペルームで成績表彰に引き続き、
反省などに話しがはずみ、次回も元気に参加す
る事を誓い合って散会いたしました。今回は、
代表幹事の森様と常任幹事の柴田様が、残念な
がら欠席となりました。

記：坂本修造（Ａ35）

第81回 名工大ごきそ会報告

　Ｗ科昭和31年の卒業生は「Ｗ31会」という名
称で、クラス会を毎年開催している。今年は、
5月25日㈫に名古屋駅西の「名鉄ニューグラン
ドホテル」を会場に開催した。卒業41名中現在
の生存者は33名、今回の出席者は17名である。
この内大部分は名古屋市と愛知県在住者であ
る。今回は三重県、静岡県の在住者が各１名出
席した。首都圏や関西圏などの在住者は７名ほ
どいる。しかし、高齢化するに従い欠席する人
が多くなってきた。
　今回の出席者は、人生の節目である「喜寿」
も無事過ぎて、比較的元気な人が多い。しかし、
病気や故障持ちの人も多いようである。話題と
言えば病気や病院のこと、飲んでいる薬のこと
など、若いころの話題に比べると深刻である。
脳梗塞から無事回復した人や、腰や膝の故障で
歩行が困難になった人など、それぞれ問題を抱
えている人たちも多いようである。
　在学中から飛びぬけて元気であった西脇良夫
君が久しぶりに出席した。彼は在学中「ヨット
部」に在籍して活躍していた。現在も彼は国内
各地や国外の「鉄人レース」や「フルマラソン」
に常時出場している猛者である。彼の言によれ
ば「鉄人レース」では、常に最年長の部類に入っ
てしまったそうである。しかし「フルマラソン」
では、まだ上の年長者がいるようである。今回
「フルマラソン」で100回の完走を果たした記念
の年であるとのこと「Ｗ31会」の級友全員で祝
福をする。
　会は、亡き恩師と級友の冥福を祈る黙とうか
ら始まる。挨拶、乾杯の後、各自の近況報告が
あり、１年ぶりの懇談が始まる。時間の経過は
早く、和気あいあいのうちに予定の時間になる。
最後に次回の幹事挨拶と閉会の挨拶でお開きに
なった。楽しい一時に満足しながら各自帰路に
ついた。

記：萩
はぎの

野喜一（Ｗ31）

卒業満54年のW31会報告
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鈴　木　　　強 Ⓚ18 H 20. 1. 1 
加　茂　弘　三 Ｋ29 H 12. 7. 17
古　沢　　　勲 Ｋ29
吉　川　　　彰 Ｋ29 H 13. 5. 13
青　山　　　謙 Ｄ⑤ H 21. 10. 9
後　藤　義　孝 Ｗ12 H 21.
青　山　　　滋 Ｗ35 H 21. 3.
米　田　　　宏 Ｍ33 H 21. 
山　田　雄　績 Ｃ25 
海老名　秀　郎 Ａ22 
武　田　信　里 Ｋ23 
山　本　　　浩 Ｆ60 H 21. 12. 3
大　矢　紋　男 Ｍ25 H 21. 6. 21
廣　瀬　皓　二 Ｅ29 H 22. 1. 13
青　木　治　夫 Ｃ14 H 21. 10. 24
中　井　　　鑑 Ｍ５ H 21. 12. 2
岩　藤　幸　正 Ａ31 H 21. 1. 15
北　岡　　　明 Ｃ21 H 17. 4. 9
真　野　鉱　治 Ｍ９ H 21. 12.
太　田　勝　次 Ｍ23 H 19. 12.
西　尾　雄二郎 Ｍ47 H 17. 11.
大　門　啓　志 Ｙ46 H 21. 12. 29
笠　井　重　行 Ｃ23 H 20. 6. 23
杉　原　義　則 Ｅ35 H 20.

加　山　　　悟 Ｂ55 H 22. 3.
間　瀬　倫　一 Ｃ16 H 22. 2. 11
田　宮　　　進 Ｄ17 H 22. 3. 17
粥　川　嘉　雄 Ａ28 H 22. 2. 12
渡　辺　廣　二 Ａ29 H 21. 9.
欄　　　　　篤 Ａ19 H 21. 10. 9
園　部　一　男 Ｋ29 
森　本　尚　義 Ｋ29
守　山　茂一郎 Ｅ32 H 21. 11. 10
加藤（旧姓虫鹿）常夫 Ｍ22 H 21. 1. 9
久保田　繁　夫 Ｅ18 H 21. 11. 2
近　藤　雅　昭 Ｅ23 H 21. 10. 25
塚　本　総　一 Es63 H 21. 10. 13
楠　葉　幹　雄 Ｃ29 
松　山　吉　作 Ｍ19 
田　中　英　嘉 Ｍ24 H 21.
桐　村　重　喜 Ｍ32 H 21. 7. 11
近　藤　善三郎 Ｅ13 H 21. 9. 4
青　木　　　稔 Ｄ16 H 22. 1. 1
大　岩　義　一 Ｃ32 H 21. 11. 8
碓　氷　祐　郎 Ⓢ22 H 19. 3. 11
横　井　陸　三 Ｍ18 
筧　　　洋　一 ⅡD42 H 21. 5.
伊　藤　保　彦 Ｃ20 H 21. 11. 17

豊　島　和　典 Ｍ24 
常　世　三　良 Ｍ20 H 21. 12. 23
千代延　尚　資 Ｍ32 H 18. 7.
川喜田　　　効 Ｃ29 H 22. 3. 4
足　立　達　雄 Ｄ20 H 22. 3. 6
間　野　松　治 Ｅ23 H 22. 2. 28
麻　生　哲　男 Ｙ35 H 22.
松　原　健　三 Ｗ32 H 22. 2. 13
滝　　　　　勇 Ｍ12 H 22. 3. 6
本　多　秀　誠 Ｗ32 
安　藤　治　夫 Ｅ19 H 22. 4. 2
宮　崎　一　男 Ｄ12 H 21. 12. 30
服　部　一　夫 Ｍ15 H 21. 6. 5
大　澤　典　夫 Ｍ23 H 22. 1. 15
深　谷　　　一 Ｃ28 H 21. 11. 6
岩　田　周　一 Ｍ20 H 21. 12.
臼　井　一　男 Ｍ17 H 22. 5. 11
勝　野　幸　明 Ⓚ19 H 22. 4. 3
牧　　　　　博 Ｃ14 H 22. 4. 11
林　　　友　一 Ｃ12 
五月女　久　郎 Ｅ36 H 22. 5. 2
山　田　道　夫 Ｅ23 H 22. 5. 17
堀　部　澄　夫 Ｍ15 H 21. 8. 18

訃　　　報

謹んで哀悼の意を表します。

名古屋工業会の本部関係会議情報（平成22年5月～ 22年6月）
○連携強化委員会　5月18日(火)18:00 ～
議題１　平成21年度の活動まとめ
議題２　平成22年度の活動計画について

　　　　　　⑴第二部実務型教員による授業を継続して実施
　　　　　　⑵キャリア形成ガイダンスの実施計画
　　　　　　　7/7に講師2名で実施することを承認
　　　　　　⑶企業OBトップセミナー
　　　　　　　11月に実施するための講師等について検討
○広報委員会　6月3日(木)18:00 ～
　　平成21年度の活動について報告
○運営委員会　6月8日(火)18:00 ～
議題１　平成22年度事業計画について
議題２　実務委員会の編成について



問題　

解答は次号に掲載します。
パズル：稲葉直貴（EJ⑬）作

（前回の答え）

今回のパズルは「おなじのつなぎ」です。
盤面にある同じ記号を２つずつ線でつないでペ
アを作ってください。
1つのマスを通ることのできる線は1本だけです。

（例題）

⇒

（答え）

⇒

　今回の通常総会報告にありますように、名古
屋工業会が新執行部体制でスタートいたしまし
た。「ごきそ」の編集も今号より、新しい広報
委員会での編集となります。我々、新広報委員
会も、北村先生・犬塚先生をはじめ、前広報委
員会の方針を引き継ぎ、会員皆様の相互親睦や
情報発信にお役立ちできる「ごきそ」の編集を
めざし、微力ながら努力してゆく所存でござい

ます。名古屋工業会は公益法人改革を控え、ま
すます、「ごきそ」のはたす役割は大きくなる
と思われます。工業会・各支部・各単科会およ
び、学内の情報に加え、会員皆様の近況など、
積極的にお知らせしていきたいと思っておりま
す。皆様のご支援よろしくお願いいたします。

（W61 樋口真弘）

編集後記




